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滋賀国道事務所の沿革 

［沿 革］
昭和２１年 ６月 大津国道工事事務所が開設
昭和２１年 ８月 水口国道工事事務所、醒ヶ井国道工事事務所が開設
昭和２１年１１月 蒲生国道工事事務所が開設
昭和２４年 １月 大津国道工事事務所と水口国道工事事務所を統合し、

滋賀第一工事事務所を発足
蒲生国道工事事務所と醒ヶ井国道工事事務所を統合し、
滋賀第二工事事務所を発足

昭和２５年 ６月 滋賀第一工事事務所を大津国道工事事務所に改称
滋賀第二工事事務所を彦根国道工事事務所に改称

昭和３５年１０月 大津国道工事事務所と彦根国道工事事務所が統合し、
滋賀国道工事事務所を発足

平成１５年 ４月 滋賀国道事務所に改称
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滋賀国道事務所の組織 

○ 業務体制は、１１課 ３出張所
※品質確保課（滋賀・京都ブロック化）、用地課（滋賀ブロック化）、
 施設管理課（滋賀・京都国道ブロック化）、 情報技術課（滋賀・京都国道ブロック化）
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管理延長は241.5km

滋賀国道事務所の管理区間 

令和8年4月1日現在
管内道路区間延長管理区間
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○ 滋賀国道事務所は、滋賀県下の国道１号、８号、２１号及び１６１号の４路線、
 指定区間延長約２４１．５ｋｍに関する道路管理及び交通安全事業を実施。

○ また、交通の円滑化、地域連携の強化及び沿道環境の改善を図るため、国道１号、８号、１６１号の
改築事業及び権限代行事業として国道３０７号の改築事業を実施。

［管内道路区間延長］

路線
延長

（ｋｍ）
区間

雪寒延長
（ｋｍ）

異常気象時
通行規制
区間管理
（箇所）

担当出張所

1号 69.0
三重県亀山市

大  津  市
－ 2 草津維持

8号 85.3

74.8
長  浜  市

蒲生郡竜王町
56.7 － 彦根維持

10.5
野  洲  市

栗  東  市
－ － 草津維持

21号 13.8 米  原  市 13.8 － 彦根維持

161号 73.4
高  島  市

大  津  市
37.1 1 堅田維持

合計 241.5 107.6 3

草津維持出張所 79.5ｋｍ、彦根維持出張所 88.6ｋｍ、堅田維持出張所 73.4ｋｍ



滋賀県内の改築事業箇所

②栗東水口道路Ⅱ①栗東水口道路Ⅰ

⑧湖北バイパス

⑩湖西道路
（真野～坂本北）

③水口道路

⑪信楽道路

④塩津バイパス
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○ 現在、バイパスや現道の拡幅工事などの12事業を推進。
○ 令和8年度に⑦野洲栗東バイパス（（主）守山栗東線～栗東市手原）が部分開通予定。
○ 「交通混雑の緩和」、「交通安全の確保」の他、道路整備による各種効果に期待。

⑤米原バイパス
令和７年９月２３日全線開通

⑨小松拡幅
令和７年１１月２４日部分開通

令和７年９月２７日４車線化完成

令和７年８月２３日全線開通

⑦野洲栗東バイパス

⑫栃ノ木峠道路

令和８年度 部分開通予定

⑥彦根東近江バイパス（Ⅰ期）

こ ほ く

こ ま つ か く ふ く

こ せ い ど う ろ

ま の  さ か も と き た

し が ら き ど う ろ

と ち の き と う げ ど う ろ

し お つ

ま い ば ら

ひこねひがしおうみ

や す り っ と う

り っ と う み な く ち ど う ろ り っ と う み な く ち ど う ろ み な く ち ど う ろ



①国道１号栗東水口道路Ⅰ

小野ランプ付近
おの

写真①

至 京都

至 三重

上砥山地区付近
かみとやま

至 京都

写真②

至 三重

○ 国道１号栗東水口道路Ⅰは、交通混雑の緩和、交通安全の確保、物流の効率化を支援することを目
的とした４車線のバイパス事業。

    令和7年8月23日に、栗東市小野～同市上砥山（延長0.9km）が2車線で開通し、延長4.3kmの 
全線が2車線で開通。

○ 令和8年度は、周辺整備工事等を推進。

りっとう みなくち

りっとう  おの かみとやま

【計画平面図】

7.0 7.02.01.5

3.5 5.5 3.55.5

1.5

19.0

【代表断面図】

単位(m)

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 平成元年度

【計画諸元】

開通済

事業中
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R7.8撮影



Ｅ 1

至 

名
古
屋

至 

京
都

石部ランプ

五軒茶屋ランプ

開通済

事業中

○ 国道１号の交通混雑の緩和、交通安全の確保、物流の効率化を支援することを目的とした４車線の
バイパス事業。

○ 平成20年３月に湖南市岩根から湖南市菩提寺までの6.2km、平成28年３月に残り0.7kmを
２車線で全線開通。

○ 令和８年度は、調査設計及び取得用地管理工事を推進。

こなん いわね ぼ だ い じこなん

②国道１号栗東水口道路Ⅱ
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【計画諸元】
【代表断面図】

写真①

写真②

菩提寺地区

野洲川渡架部
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市
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こ
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水口道路

（終
）湖
南
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石
部

こ
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べ

栗東水口道路Ⅰ 栗東水口道路Ⅱ 延長6.9km
りっとうみなくち 

Ｈ20.3.29 開通
6.2km （2/4）

湖
南
市
菩
提
寺

こ
な
ん       

ぼ
だ
い
じ

H23.9.11 開通
側道部 0.7km （2/2）

H28.3.19 開通
本線部 0.7km （2/4）

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 平成１２年度

R6.4撮影



○ 国道１号の交通混雑の緩和、交通安全の確保、物流の効率化を支援することを目的とした4車線の   
バイパス及び2車線から４車線に拡幅する事業。

○ 平成28年３月までに9.3kmの４車線化、1.7kmは２車線が完了。
○ 令和８年度は、３工区の調査設計及び取得用地管理工事を推進。

【代表断面図】

③国道１号水口道路
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・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和４１年度

【計画諸元】

開通済

事業中
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H28.3.19 開通
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甲
賀
市
水
口
町
名
坂

こ
う
か       

み
な
く
ち
ち
ょ
う
な
さ
か

甲
賀
市
水
口
町
泉

こ
う
か
み
な
く
ち
ち
ょ
う
い
ず
み

H17.3.30 開通
0.1km （4/4）

H7.3.27 開通
3.9km （4/4）

水口道路 延長11.0km
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○ 異常気象時通行規制区間の解消、幅員狭小・急カーブ区間の解消、歩道設置など交通安全の向上を
目的としたバイパス及び現道拡幅事業。

○ 藤ヶ崎トンネルを含む２工区1.5kmのバイパスを平成８年10月に開通し、異常気象時通行規制区を
解消。１工区のうち、急カーブ区間のある現道に並行するバイパス部0.9kmを平成27年３月に開通。

○ 令和８年度は、１工区の現道拡幅部1.1kmにて調査設計、用地取得及び取得用地管理工事を推
進。

飯浦交差点

琵 琶 湖

至 
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都
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塩津浜交差点
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福
井

大坪川橋

塩津バイパス 延長3.5km
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H27.3.29 開通
(2/2)

H8.10.28 開通 (2/2)
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1.5km0.9km1.1km

開通済

事業中

写真①

道の駅～起点方向

写真②

道の駅～終点方向 9

ふじがさき

④国道８号塩津バイパス

【代表断面図】

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和４１年度

【計画諸元】

現道拡幅部

R3.6撮影
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米原バイパス 延長10.3km
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【6工区・7工区】

5.6km

【8工区】

2.5km

【9工区】

2.2km

開通済

事業中

H24.4.7 開通 2.5km （2/4）

H11.11.9 開通
2.0km （4/4）

S60.12.26 開通
0.4km （2/4）

H16.3.30 開通
3.2km （2/4）

（2/4）

R7年9月23日開通
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○ 国道8号米原バイパスは、長浜市内・米原市内・彦根市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保、    
事故・災害時の円滑な交通の確保を目的として、昭和41年度に事業化した延長10.3kmの道路。

○ 令和7年9月23日に9工区（2.2km）が開通し、延長10.3kmの全線が開通。
○ 令和8年度は、周辺整備工事等を推進。

まいばら ながはま まいばら ひこね

⑤国道８号米原バイパス

R7.10撮影

写真①
9工区起点付近（高架橋）

至福井

至京都

写真② 至福井

至京都

近江鉄道交差部 【代表断面図】

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和４１年度

【計画諸元】



○ 国道８号の彦根市内の交通混雑の緩和や交通の安全の確保を図るとともに、湖東ルートの円滑な物流
ルート確保による地域の産業振興、観光地へのアクセス向上による地域の観光振興を支援することを目
的とする道路。

○ 令和８年度は調査設計を推進。

⑥国道８号彦根東近江バイパス（Ⅰ期）
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豊郷町
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彦根東近江バイパス（Ⅰ期） 8.1km 【R8事業化】
ひこねひがしおうみ

T3=21,722台/日
(K=1.27)

に
い
が
た

至
新
潟
市

事業中

調査中

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 令和８年度

【計画諸元】
1.75 3.503.50 1.75

10.50

【代表断面図】
橋梁部

【代表断面図】
トンネル部

3.503.500.50
8.00

0.50

単位（m）単位（m）



野洲栗東バイパス  延長4.7km
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）野
洲
市
小
篠
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手
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てはら

(手原)

で ば

(出庭)

こ    な  こ  う  じ

(小中小路)
お    な  こ  う  じ

(大中小路)

事業中

し ち けんば

(七間場)

おおはし

(大橋)

りっとう

栗東第二IC

や

す

←

野
洲
川

8至 

京
都

至 

福
井

R8.1撮影 12

○ 国道8号野洲栗東バイパスは、国道8号の野洲市から栗東市間の交通混雑の緩和、交通安全の確保
や地域活性化の支援等を図ることを目的として、昭和57年度に事業化した延長4.7kmの道路。

○ 令和８年度は、改良工事・橋梁上下部工事、舗装工事等を実施し、栗東市出庭～栗東市手原間
（約1.9km）の本年度部分開通に向け事業を推進。

や す  りっ  とう や す りっ とう

⑦国道８号野洲栗東バイパス

写真① 手原地区付近
てはら至 京都

至 福井

栗東第二IC

写真② 三上地区付近
みかみ

至 福井

R８年度（部分開通予定）

(主)守山栗東線～栗東市手原
（延長約1.9km）

もりやまりっとう りっとう てはら

り っ と う て は ら

至 京都 【代表断面図
】

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和５７年度

【計画諸元】

で ば



至 

京
都

至 

福
井

琵 琶 湖

13

中ノ川橋
L=26m

【4工区】 0.9km

湖北バイパス 延長10.8km

高
島
市 

マ
キ
ノ
町 

西
浜

た
か
し
ま  

  

ま
き
の
ち
ょ
う 

に
し
は
ま

た
か
し
ま 

   

ま
き
の
ち
ょ
う

 

か
い
づ

（起
）高
島
市
マ
キ
ノ
町
海
津

（終
）高
島
市 

今
津
町  

弘
川

た
か
し
ま 

 

い
ま
づ
ち
ょ
う   

ひ
ろ
か
わ

【5工区】 1.9km【6工区】 4.4km【7工区】 2.0km

高島バイパス
こ ほ く

S57.11.29 開通
1.9km（2／4）

H10.4.28 開通
1.8km（2／4）

H13.12.10 開通
2.6km（2／4）

H7.5.22 開通
1.5km（2／4）

S55.12.13 開通
0.5km（2／4）

○ 国道161号の交通混雑の緩和、現道狭隘区間の解消及び冬期の円滑な交通確保を目的とした
４車線のバイパス及び現道拡幅事業。

○ 平成13年度までに５～７工区の計8.3kmを２車線で開通し、残る４工区2.5kmにおいて、
急カーブ区間等を解消するバイパス部と現道拡幅部の事業を推進。

○ 令和８年度は、調査設計、用地取得及び取得用地管理工事を推進。

⑧国道161号湖北バイパス

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和４８年度

【計画諸元】

単位(ｍ)

【代表断面図】

事業中

R6.4.4撮影

写真①

4工区完成イメージ

開通済

事業中



至 

京
都

至 

福
井

琵 琶 湖

13工区 4.1km

お
お
つ

 

き
た
こ
ま
つ

（終
）大
津
市
北
小
松

高島バイパス 志賀バイパス

14工区 2.4km
た
か
し
ま       

か
つ
の

（起
）高
島
市
勝
野

大
津
市
北
小
松

お
お
つ         

き
た
こ
ま
つ

高
島
市
鵜
川

た
か
し
ま      

う
か
わ

北小松高架橋

しがたかしま

きたこまつ

きたこまつ

たきがわ

う か わ

R7年11月24日開通（2/4）

S49.12.25 開通
1.0km （4/4）

R7.11撮影 14

○ 国道161号小松拡幅は、高規格道路「琵琶湖西縦貫道路」の一部を構成し、交通混雑の緩和、    
交通安全の確保や観光振興を目的として、昭和45年度に事業化した道路。

○ 大津市北小松地区（延長2.4km）について、令和7年11月24日に暫定2車線で開通。
○ 高島市勝野～大津市北小松（延長4.1km）は、都計変更・環境アセス手続きが完了。
○ 令和8年度は調査設計、周辺整備工事を推進。

こまつ び わ  こ   にし じゅうかん

おおつ きたこまつ

たかしま かつの おおつ きたこまつ

⑨国道161号小松拡幅

写真①

至 京都

至 福井
写真②

至 福井

至 京都

北小松駅前付近
きたこまつ

開通済

事業中

小松拡幅 延長6.5km
こまつ

苔野地区
こ け の

北小松駅

【代表断面図】

・道路規格 ･･･ 第３種第１級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 昭和４５年度  

【計画諸元】



さかもと きた

坂本北IC

ま の

真野IC

至 

京
都

至 

福
井

琵 琶 湖

お お ぎ お ご と

仰木雄琴IC

お
お
つ       

さ
か
も
と

（終
）大
津
市
坂
本

（起
）大
津
市
真
野
大
野

お
お
つ

       

ま 

の    

お
お
の

湖西道路（真野～坂本北）6.6km
こせい ま の さかもときた

湖西道路 15.8km
こせい

おおつ

大津市

大正寺川橋
た い し ょ う じ
が わ

R7年9月27日4車線化完成

天神川橋
てんじんがわ

R7.10撮影 15

○ 国道161号湖西道路（真野～坂本北）は、高規格道路「琵琶湖西縦貫道路」の一部として         
湖西地域の幹線道路のネットワークを強化するとともに、大津市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保
や観光振興を目的として、平成27年度に事業化した延長6.6kmの道路。

○ 令和7年9月27日に4車線化が完成し、本格運用を開始。
○ 令和8年度は、周辺整備工事等を推進。

こせい ま の さかもときた び わ こ  にし  じゅうかん

こせい おおつ

⑩国道161号湖西道路（真野～坂本北）

至 京都

至 福井

写真①
天神川付近
てんじん 写真②

仰木雄琴IC付近
お お ぎ お ご と

至 京都

至 福井

【代表断面図】

・道路規格 ･･･ 第１種第３級
・設計速度 ･･･ ８０km/h
・事 業 化 ･･･ 平成２７年度

【計画諸元】



至 福井

至 枚方

Ｅ 1 A

信楽IC
【代表断面図（1工区）】

○ 信楽町内の交通混雑の緩和、歩行者・自転車の安全性の向上及び新名神高速道路「信楽IC」との
アクセス強化を目的とした４車線のバイパス及び現道拡幅事業。

○ 平成20年２月の新名神高速道路(亀山JCT～草津田上IC)の開通に合わせて、信楽ICと国道307号
との交差点取り付け工事が完了。

○ 令和８年度は、１工区の調査設計、用地取得及び取得用地管理工事を推進。

16

（単位：ｍ）

しがらき しがらきしんめいしん

しんめいしん かめやま くさつ たなかみ しがらき

⑪国道307号信楽道路

・道路規格 ･･･ 第３種第２級
・設計速度 ･･･ ６０km/h
・事 業 化 ･･･ 平成１２年度（１工区）

 平成１６年度（２工区）
 

【計画諸元】

開通済

事業中

写真①

現地状況（1工区全景）

信楽道路 延長2.9km
しがらき

1.5km
【1工区】

こ
う
か

    

し
が
ら
き
ち
ょ
う 

ち
ょ
く
し

（終
）甲
賀
市 

信
楽
町 

勅
旨

こ
う
か

    

し
が
ら
き
ち
ょ
う 

ま
き

甲
賀
市 

信
楽
町 

牧

1.4km
【2工区】

H20.2.23開通
0.1ｋｍ（2/4）

（起
）甲
賀
市 
信
楽
町 

黄
瀬

こ
う
か

    
し
が
ら
き
ち
ょ
う 

き
の
せ
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交通安全対策事業箇所（令和８年度事業箇所）

安曇川地区交差点立体化

鳥居本地区歩道整備

高宮地区歩道整備

簗瀬・長野地区交差点改良

鳥居本地区歩道整備（２工区）

○ 歩道整備、交通安全対策事業を行うことにより、歩行者や自転車の安心・安全の確保を実施。
○ 歩道・自転車歩行者道の整備を７箇所、交差点改良整備を３箇所を推進。

工事推進、調査設計

瀬田地区交通安全対策

工事推進、用地買収、調査設計

工事推進、公共移設補償

工事推進

用地買収、調査設計工事推進、調査設計

小篠原地区歩道整備
調査設計

R8新規

外町地区歩道整備
用地買収、調査設計

調査設計

とまち

あどがわ

こ し の は ら

せ た

とりいもと

とりいもと

たかみや

やなぜ   ながの

樋口西交差点改良
R8新規

ひぐちにし

土山町南土山地区歩道整備
つちやま  みなみつちやま

工事着手
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整備前

交通安全対策事業箇所（自転車歩行者道の整備）

国道８号 鳥居本地区歩道整備事業（彦根市下矢倉町～鳥居本地先）

整備後

○ 歩行者や自転車利用者が危険な状況の区間について、歩行者や自転車利用者が安全・快適に通行で
きる空間を確保するため、自転車歩行者道の整備を行う事業。

路肩 路肩車道車道

路肩

歩道

路肩車道車道

しもやぐらちょう とりいもと

写真【現道の状況】

【計画平面図】

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）
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交通安全対策事業箇所（交通渋滞対策、交通事故防止）

国道８号 簗瀬・長野交差点改良事業（愛知郡愛荘町～東近江市五個荘簗瀬町）

○ 国道8号簗瀬交差点は、管内でトップクラスの事故率。地域の渡河交通が集中する愛知川渡河部３交
差点であり右折レーンが短いことから、渋滞に起因した追突事故が多発しているため、右折レーンの延伸、
交通渋滞の緩和及び交通事故の防止を実施。

やなぜ ながの え  ち    あいしょうちょう ひがしおうみ   ご  かしょうやなぜちょう

写真【現道の状況】
【計画断面】 （単位：ｍ）【現況断面】

事業範囲

愛
知
川→

【計画平面図】

至：京都

至：敦賀

至：京都

至：敦賀
御幸橋北

梁瀬北

梁瀬

やなぜ
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交通安全対策事業箇所（交通安全施設等整備事業[二種]）
○ 交通事故等の防止対策や安全な歩行空間を確保するために、区画線や防護柵の整備、道路利用者に
分かりやすい標識の整備を行う事業。

【事故危険箇所の対策】 【通学路の安全対策】 【英語標記】

事故危険箇所における事故防
止対策として、交通安全の確保
と交通の円滑化を図るために路
面標示による注意喚起や区画線
・看板類の整備等を行います。

通学路の安全点検に基づき、安
全な歩行区間を確保する防護柵の
設置や路面標示等を行います。

訪日外国人をはじめ、すべての
道路利用者にわかりやすい道案内
の実現を目指し、英語表記の整備
等を行います。

着手前

完 成

着手前

完 成

現 況

計 画
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整備のイメージ図

無電柱化推進事業

令和８年度の事業

施工前 施工後

[国道１号滋賀県草津市の例]

【無電柱化のPFI手法の活用について】
PFI手法の導入により、民間の技術・ノウハウ・資金などの活用を図り、無

電柱化を推進します。

無電柱化イメージ

○ 安全で快適な歩行空間の確保、都市景観の向上や、災害の防止を目的として、無電柱化（電線類の地
中化）を行う電線共同溝の整備を推進。

号 線 事業箇所名 延 長

１号 栗東市上鈎 3.６ｋｍ

１号 大津市月輪 ６.３ｋｍ

１号 大津市本宮 １.４ｋｍ

８号 長浜市川崎町 4.8ｋｍ

８号 彦根市東沼波
（PFI）

２.９ｋｍ

りっとう  かみまがり

おおつ   つきのわ

おおつ   もとみや

ながはま  かわさき

ひこね   ひがしのなみ



橋梁補修（コンクリート床版の補修）

定期点検

供用中の道路の管理（点検およびメンテナンス）

○ 橋梁・トンネルといった道路施設に対して専門知識を有する点検員による定期点検を実施し、
 異常の有無や劣化の進行具合を把握。

○ 定期点検を受け、老朽化した橋梁・トンネルの計画的な補修を実施。

橋梁点検 トンネル点検 門型標識点検

補修前 作業中 作業中 補修後

[国道161号 藤尾高架橋の例]
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供用中の道路の管理（雪害対策）

○ 冬期における道路交通の確保を図るため、除雪作業及び凍結防止作業を実施。
○ 除雪作業は、降雪及び積雪時に除雪トラック、除雪グレーダ等により実施。
○ 凍結防止作業は、路面の凍結時や凍結の恐れがある際に凍結防止剤の散布を実施。
○ 積雪や凍結の状況に応じて散水を行い、一般交通の安全確保を実施。
○ 老朽化した消融雪設備について計画的に修繕を実施。 (消融雪設備 ６０箇所）

除雪グレーダ 除雪トラック
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道路情報の収集装置
CCTVカメラ 181基
積雪観測設備 16局
雨量観測設備       18局
交通量観測装置 17基
DSRC   29基

道路情報の提供装置
道路情報提供設備 64面
道路凍結表示設備 69面
トンネル内ラジオ再放送設備       7局

供用中の道路の管理（道路情報の収集・提供）

○ 道路情報を収集・提供するために、事務所に道路情報員を常時配置する体制をとっており、CCTVカメラ
や各種観測施設によりリアルタイムな情報収集・提供を実施。

CCTVカメラ

積雪観測設備

道路情報提供設備

24

道路凍結表示設備

DSRC（ETC2.0）

交通量観測装置



橋梁技術研究会

橋梁構造や点検に関する必要な専門知識の
習得

橋梁直営点検

近接目視を基本とし、必要に応じて触診や
打音等の非破壊検査を実施

滋賀県道路メンテナンス会議

各道路管理者間の相互連携、情報共有や
協議調整を行う

その他（滋賀県道路メンテナンス会議）

○ 滋賀県内の高速道路、国道、県道、市町村道を管理する機関が連携して情報を共有し、
 効果的な老朽化対策に取り組むことを目的とし、「滋賀県道路メンテナンス会議」を設置・運営。

・人手不足
・技術不足
・予算不足

地方公共団体の抱える三つの課題

国・県・市町村
高速道路会社

道路メンテナンス会議道路メンテナンス会議活動内容

・技術講習会

・橋梁技術研修会

・橋梁補修工事研修会

・橋梁直営点検

・広報活動

・メンテナンス技術に関する

ワーキング会議 など

滋賀県道路メンテナンス会議の活動状況
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その他(冬期の安全通行の支援(HPやSNSを活用した雪情報の提供))

①事務所HPでCCTV画像の提供

○ 滋賀国道事務所では、ホームページにて管内６０箇所のライブ画像を提供し、道路利用者が
 目的地周辺までの道路状況を確認できるようにすることで冬期の安全通行を支援。

（10分更新の静止画にて提供)

Xにて情報提供 Instagramにて情報提供

動画を
積極的に投稿

②SNS活用による雪情報の提供
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その他（ボランティア・サポート・プログラム）

○ 住民グループやボランティア団体等と道路管理者が協働して道路の美化活動を実施。
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その他（令和８年度の道路調査の見通しについて）

○ 当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査し、優先区間の検討や地域の道路網の
中での必要性・整備効果の整理等を推進。

○ また、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握するため、
 データ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎的な調査を実施。

滋賀京都連絡道路

名神名阪連絡道路

国道８号 近江八幡～野洲

計画段階評価を進めるための調査
を実施します。

交通円滑化や幹線道路の機能強化等に
係る調査を実施します。

計画の具体化に向けて滋賀県及び三重県
と連携して進めます。

＜凡例＞

●ネットワーク
●交通拠点

びわこ文化公園都市周辺
交通拠点における機能強化の必要性等の
調査を実施し、交通拠点の機能強化に
関する整備方針を検討します。

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査

路
線
の
必
要
性
・効
果
の
調
査

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（
（
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

新
規
採
択
時
評
価

新
規
事
業
化

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（
（
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

進
め
る
た
め
の
調
査

＜道路調査の流れ＞

＜交通拠点調査の流れ＞

地
域
の
交
通
課
題
の
調
査

交
通
拠
点
に
お
け
る
機
能
強
化

の
必
要
性
等
の
調
査

（
課
題
を
踏
ま
え
求
め
ら
れ
る
機
能
・
役
割
の
方
向
性
等
）

交
通
拠
点
の
機
能
強
化
に

関
す
る
整
備
方
針
の
検
討

（
交
通
拠
点
計
画
の
対
象
範
囲
等
）

事
業
計
画
の
策
定

交
通
拠
点
の
機
能
強
化
に

関
す
る
事
業
計
画
の
検
討

（
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
施
設
配
置
計
画
等
）
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おうみはちまん  やす

しが   きょうと

めいしん   めいはん



その他（WISENET2050）

○ 時間的・空間的に偏在する交通需要や渋滞に対して、最新のデータを活用し、
 ボトルネック対策を効率的・効果的に実施し、国道１号等のサービス向上に向け検討を推進。

29

【国道１号の検討イメージ】(国道１号の平日の速度状況)

※WISENET2050とは “２０５０年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム”をWISENET(ワイズネット)と
位置づけ、その実現のための政策展開により、新時代の課題解決と価値創造に貢献します。



その他（CCTV+AI技術活用による交通障害自動検知）

○ 交通障害による車両の停滞をAIにより自動検知できるため、交通障害の早期発見・迅速な対応に寄与。
（県北部の８号、１６１号で運用中）

DX
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その他（AIカメラによる「道の駅」の駐車場管理）

○ 平常時の利用実態や災害時の被災状況や混雑状況をリアルタイムに把握。
（道の駅「妹子の郷」で運用中）
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いもこ

DX



その他（自動運転技術）

○ 高齢化や人口減少が進行する中で、生活に不可欠な移動手段を確保していくため、
 道の駅「奥永源寺渓流の里」周辺で運用中の自動運転について技術的支援を実施。
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おくえいげんじ けいりゅう

MX



その他（アスファルト舗装の中温化技術）

○ 加熱アスファルト混合物の混合温度を、20～30℃程度下げることで、製造工程において発生するCO2を
 削減し、交通解放時間を短縮する中温化技術を積極的に活用。

【中温化による製造イメージ】 【中温化舗装の施工状況】
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GX



国土交通省
近畿地方整備局
滋賀国道事務所

〒520-0803大津市竜が丘4-5 TEL .077－523－1741

LINE通報アプリ
#9110

滋賀国道事務所
HP・SNS
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